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MAS T ER TRI GGER－Ⅱ

仕　　様　　書

1．入力信号

1－1　入力レベル

1－2　繰り返し周波数

1－5　入力受け抵抗

2．出力信号

2－1　50Hz出力

2－ト1出力チャンネル数

2－ト2　パルス幅

2－1－3　パルス極性

2－1－4　出力レベル

2－ト5　入出力間遅延

2－2　TRI G－1出力

2－2－1出力チャンネル数

2－2－2　パルス幅

2－2－3　パルス極性

2－2－4　出力レベル

2－2－5　入出力間遅延

2－2－6　周期設定

2－3　T RI G－1B出力

2－3－1出力チャンネル数

2－3－2　パルス幅、・

2－3－3　パルス極性

2－3－4　出力レベル

2－3－5　入出力間遅延

2－3－6　周期設定

TT Lレベル

50Hz

50Q

2出力

1～2〃S可変

（基板上で調整可能）

入力信号の立上りに同期した正のパルス
500負荷駆動可能なこと

（SN74128で出力）

100〃S以下

1出力

1～2〃S可変

（基板上で調整可能）

入力信号の立上りに同期した正のパルス

50Q負荷駆動可能なこと

（SN74128で出力）

100〟S以下
1～7（20ms～140ms）

但し、設定“0”の時は“1”を設定する

8～Fは設定不可とする

1出力

1～2〃S可変

（基板上で調整可能）

入力信号の立上りに同期した正のパルス

50Q負荷駆動可能なこと
（SN74128で出力）

100〃S以下

2－2－6項と同じ

2－3－7　TRIG－1B出力とTRIG－1出力の違いは出力パルスの位置が入力信号の立ち上りか

或いは、立ち下りエッジに同期するかである。



2－4　T RI G－2出力

2－4－1クロック信号

2－4－2　出力チャンネル数

2－4－3　パルス極性
2－4－4　出力レベル

2－4－5　入出力間遅延

2－4－6　周期設定

2－5　TRI G－2B出力

2－5－1クロック信号

2－5－2　出力チャンネル数

2－ト3　パルス極性

2－ト4　出力レベル

2－5－5　入出力問遅延

2－5－6　周期設定

TRIG－1の出力信号をクロック信号として使用
1出力

入力信号の立上りに同期した正のパルス

50Q負荷駆動可能なこと

（SN74128で出力）

100〃S以下
1～255の設定

但し、設定“0”の時は“1”を設定する

出力は（TR用－1の設定）×（TRIG－2の設定）と
なる。

＜例＞

TR柑－1の設定で“2”→　40ms周期

TR柑一2の設定で“3”の時

40msx3＝120ms周期となる。

2－Jト1項と同じ

1出力

入力信号の立上りに同期した正のパルス

500負荷駆動可能なこと

（SN74128で出力）

100〃S以下
2－4－6項と同じ

2－5－7　TRIG－28出力とTRIG－2出力の違いは出力パルスの位置が入力信号の立ち上りか

或いは、立ち下りエッジに同期するかである。

3．CAMAC WRITE COMMAND

3－1　初期設定　‥‥‥・

3－ト1TRIG－1の設定

3－ト2　TRt6－2の設定

3－2　TR柑－1の設定

3－3　TRIG－2の設定

Z．・S2　コマンドで設定する

1～7の任意値の設定が可能

（基板上のジャンハ〇一で行う）

“10”を設定

NF（16）A（0）Slで設定する

設定は1～7までの任意値

NF（16）A（1）Slで設定する

設定は1～255までの任意値



4．CAMAC READ COMMAND

4－1　TRIG－1のフ○リセッげ－タ

4－2　TRIG－1のセッげ一夕

4－3　TR柑－2のプリセットデータ

4－4　TRIG－2のセッげ－タ

NF（0）A（0）で出力

NF（1）A（0）で出力
NF（0）A（1）で出力

NF（1）A（1）で出力

5．その他

5－1　モジュールの電源投入時、初期設定ができること

設定値は3－1項と同じ

5－2　周期設定

設定は手動或いはCAMACコマンドで行う

設定値は一旦プリセットしておき、入力信号（50Hz）の立上りで設定する



6．ブロック図

7．使用電源

8．使用ケース

■軒、・謡

＋6V．500mA以下

C州ACアランクモゾ1－ル　2幅

CAMA C－B U S
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1
－
2
－
1

1
－
2
－
2

1
－
3

1
－
3
－
1

1
－
3
－
2

1
－
4

1
－
4
－
1

1
－
4
－
2

5
0
H
z
出
力

パ
ル
ス
幅

0
U
T
P
U
T
l

O
U
T
P
U
T
2

くつ

1
～
2
〟
S
可
変
（
基
板
上
で
調
整
）

‾
口
＿▲
＿
～

曾
・
否

で長
〉
■
否
す
ク
・7
7
ハ
ブ
・ヲ
／ル
β

ハ
ル
ス
極
性

O
U
T
P
U
T
1

0
U
T
P
U
T
2 　

・ヾ

入
力
信
号
の
⊥
ち
上
が
り
に
同
期
し
た
正
の
パ
ル
ス

頓
・
否

（昏
〉
・
否

出
力
レ
ヘ
ル

0
U
T
P
U
T
l
：

O
U
T
P
U
T
2

5
0
フ
負
荷
駆
動
可
能

＠
・
否

（笈
フ
・
否

入
出
力
間
遅
延

0
U
T
P
U
T
l

O
U
T
P
U
T
2

1
0
0
〟
S
以
下

噴
・
否

⑧
・
否

2
． 2
－
1

T
R
IG
－
1
出
力

パ
ル
ス
幅

1
～
2
〃
S
可
変
（
基
板
上
で
調
整
）

膚
・
否
久
訝
〝
之
、
身
も
叫
声

J
ク
ク
町
j

2
－
2

パ
ル
ス
極
性

入
力
信
号
（
5
0
H
z
）
の
立
ち
上
が
り
に
同
期
し
た
正
の
パ
ル
ス

（夢
・
否

噴
〉
・
否

鹿
・
否

2
－
3

出
力
レ
ベ
ル

5
0
Q
負
荷
駆
動
可
能

2
－
4

3
． 3
－
1

入
出
力
間
遅
延

1
0
0
〟
S
以
下

T
R
IG
－
1
B
出
力

パ
ル
ス
幅

1
～
2
〟
S
可
変
（基
板
上
で
調
整
）

／良
′
・
否
♂
、γ
つ
～
フ
、鋸
レ
り

8
8
椚
J

3
－
2

パ
ル
ス
極
性

入
力
信
号
（
5
0
H
z
）の
立
ち
下
が
り
に
同
期
し
た
正
の
パ
ル
ス

厚
・
否

療
・
否

鹿
・
否

3
－
3

出
力
レ
ベ
ル

5
0
Q
負
荷
駆
動
可
能

3
－
4

入
出
力
間
遅
延

1
0
0
〟
S
以
下

4
． 4
－
1

T
R
IG
－
2
出
力

ク
ロ
ッ
ク
信
号

T
R
IG
－
1
の
出
力
信
号
を
ク
ロ
ッ
ク
と
し
て
使
用

（衰
）
・
茶

ク
．7
才
へ
Å
／み
叫
声

J
／∫
巧
さ

4
－
2

パ
ル
ス
幅

1
～
2
〃
S
可
変
（基
板
上
で
調
整
）

　
⊂
コ

〈良
）
・
ス

4
－
3

パ
ル
ス
極
性

入
力
信
号
（5
0
H
z
）
の
立
ち
上
が
り
に
同
期
し
た
正
の
パ
ル
ス

＠
．
芸

4
－
4

出
力
レ
ベ
ル

5
0
日
負
荷
駆
動
可
能

・岳
′
・
否

′虔
・
否

4
－
5

5
． 5
－
1

入
出
力
間
遅
延

1
0
0
〃
S
以
下

T
R
IG
－
2
8
出
力

ク
ロ
ッ
ク
信
号

T
R
IG
－
1
の
出
力
信
号
を
ク
ロ
ッ
ク
と
し
て
使
用

殴
・
否

ク
．ラ
ム
←
j
、
2才
〃
さ

訂
♂
J1
3

5
－
2

パ
ル
ス
幅

1
～
2
〃
S
可
変
（基
板
上
で
調
整
）

・
否

5
－
3

パ
ル
ス
極
性

入
力
信
号
（
5
0
H
z
）
の
立
ち
下
が
り
に
同
期
し
た
正
の
パ
ル
ス

．
つ
て　⊂コ

5
－
4

出
力
レ
ベ
ル

5
0
Q
負
荷
駆
動
可
能

．
コ
て

5
－
5

入
出
力
間
遅
延

1
0
0
〟
S
以
下

膚
・
芸



M
A
S
T
E
R
 
T
R
I
G
G
E
R
－
Ⅱ
　
検
査
成
績
書
（
2
／
2
）

項
番

検
査
項
目

要　
求　
項　
目

判
定

備　
考

6
． 6
－
1

6
－
1
－
1

初
期
設
定

電
源
投
入
時
の
初
期
設
定

T
R
IG
－
1
の
周
期
設
定

1
～
7
の
任
意
値
の
設
定
が
可
能
（基
板
上
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
よ
る
）

（厨
・
否

6
－
1
－
2

6
－
2

T
R
IG
－
2
の
周
期
設
定

コ
マ
ン
ド
に
よ
る
初
期
設
定

O
A
h
（1
0
）
を
設
定

厨
・
否

Z
・S
2
コ
マ
ン
ド
で
言
定　
る

＠
・
否

6
－
2
－
1
T
R
IG
－
1
の
周
期
設
定

1
～
7
の
任
意
値
の
設
定
が
可
能
（基
板
上
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
よ
る
）

6
－
2
－
2
T
R
IG
－
2
の
周
期
設
定

O
A
h
（1
0
）
を
設
定

虜
）
・
否

7
． 7
－
1

手
動
周
期
設
定

T
R
IG
－
1
の
周
知
設
定

デ
ィ
ジ
タ
ル
ス
イ
ッ
チ
で
設
定
す
る
（1
～
7
の
任
意
値
）

出
力
は
2
0
m
S
～
1
4
0
m
S

デ
ィ
ジ
タ
ル
ス
イ
ッ
チ
で
設
定
す
る
（0
1
～
F
F
h
（2
5
5
）
の
任
意
値
）

出
力
は
（T
R
IG
－
1
の
設
定
）
×
（T
R
IG
－
2
の
設
定
）

＠
・
否

夢
・
否

設
定
”0
”の
と
き
は
”
1
”
を
設
定
す
る
。

7
－
2

T
R
IG
－
2
の
周
期
設
定

8
～
F
h
は
設
定
不
可
と
す
る
。

設
定
”
0
”
の
と
き
は
”
1
”を
設
定
す
る
。

8
． 8
－
1

C
A
M
A
C
V
V
R
IT
E
C
O
M
M
A
N
D

コ
マ
ン
ド
に
よ
る
初
期
設
定

T
R
IG
－
1
の
周
期
設
定

N
F
（1
6）
A
（0
）
S
l
で
設
定
す
る
（1
～
7
ま
で
の
任
意
値
）

寄
二
喜

8
－
2

T
R
IG
－
2
の
周
期
設
定

N
F
（1
6）
A
（1
）
S
l
で
設
定
す
る
（0
1
～
F
F
h
（2
5
5
）ま
で
の
任
意
値
）

9
． 9
－
1

C
A
M
A
C
R
E
A
D
C
O
M
M
A
N
D

T
R
IG
－
1
の
プ
リ
セ
ッ
ト
デ
ー
タ
N
F
（0
）
、A
（0
）
で
出
力

く穿
・
否

9
－
2

T
R
IG
－
1
の
セ
ッ
ト
デ
ー
タ

N
F
（1
）
A
（0
）
で
出
力

慮
■
否

9
－
3

T
R
IG
－
2
の
プ
リ
セ
ッ
ト
デ
ー
タ
N
F
（0
）
A
（1
）
で
出
力

膚
・
否

9
－
4

T
R
IG
－
2
の
セ
ッ
ト
デ
ー
タ

N
F
（1
）
A
（1
）
で
出
力

（夏
・
否

1
0
．

1
0
－
1

設
定
値
の
表
示

T
R
IG
－
1
設
定
値
の
表
示

T
R
IG
－
1
の
セ
ッ
ト
デ
ー
タ
を
表
示
す
る

＠
・
否

1
0
－
2

T
R
IG
－
2
設
定
値
の
表
示

T
R
iG
－
2
の
セ
ッ
ト
デ
ー
タ
を
表
示
す
る

㊦
・
否

1
1
．

消
費
電
流

5
0
0
m
A
以
下

／食
・
否
プ
≠
♂
脚
，月



M
A
S
T
E
R
 
T
R
I
G
G
E
R
－
Ⅱ
　
検
査
成
績
書
（
1
／
2
）

ノ
a
z
′
ち
′‘友
ぢ
て

項
番

検
査
項
目

要　
求　
項　
目

判
定

備　
考

1
． 1
－
1

1
－
1
－
1

1
－
1
－
2

1
－
2

1
－
2
－
1

1
－
2
－
2

1
－
3

1
－
3
－
1

1
－
3
－
2

1
－
4

1
－
4
－
1

1
－
4
－
2

5
0
H
z
出
力

パ
ル
ス
幅

O
U
T
P
U
T
l

O
U
T
P
U
T
2

1
～
2
〃
S
可
変
（基
板
上
で
調
整
）

（喪
・
否

⑧
・
否

「 r
〃、
7
レ
2
、郎
レ
3

パ
ル
ス
極
性

0
U
T
P
U
T
l

O
U
T
P
U
T
2

入
力
信
号
の
立
ち
上
が
り
に
同
期
し
た
正
の
パ
ル
ス

頂
・
否

（吾
・
否

出
力
レ
ベ
ル

O
U
T
P
U
T
l
ミ

O
U
T
P
U
T
2

5
0
Q
負
荷
駆
動
可
能

昏
）
・
否

㊥
・
否

入
出
力
間
遅
延

O
U
T
P
U
T
l

O
U
T
P
U
T
2

1
0
0
〃
S
以
下

鹿
・
否

砲
・
否

2
． 2
－
1

T
R
工G
－
1
出
力

パ
ル
ス
幅

1
～
2
〟
S
可
変
（基
板
上
で
調
整
）

（裏
）
・
否
ク
．7
才
ル
之
、
ヲ
ん
勺
5

2
－
2

パ
ル
ス
極
性

入
力
信
号
（5
0
H
z
）
の
立
ち
上
が
り
に
同
期
し
た
正
の
パ
ル
ス

（算
・
否

2
－
3

出
力
レ
ベ
ル

5
0
Q
負
荷
駆
動
可
能

頓
・
否

2
－
4

入
出
力
間
遅
延

1
0
0
〟
S
以
下

（良
・
否

3
． 3
－
1

T
R
IG
－
1
B
出
力

パ
ル
ス
幅

1
～
2
〟
S
可
変
（基
板
上
で
調
整
）

癖
・
否
ク
．
り
占　
之
、
門
ノu
g

3
－
2

パ
ル
ス
極
性

入
力
信
号
（5
0
H
z
）の
立
ち
下
が
り
に
同
期
し
た
正
の
パ
ル
ス

l鳥
・
否

3
－
3

出
力
レ
ベ
ル

5
0
日
負
荷
駆
動
可
能

暴
：
喜

3
－
4

入
出
力
間
遅
延

1
0
0
〟
S
以
下

4
． 4
－
1

T
R
IG
－
2
出
力

ク
ロ
ッ
ク
信
号

T
R
IG
－
1
の
出
力
信
号
を
ク
ロ
ッ
ク
と
し
て
使
用

膚
・
否

ク
・7
才
′、
j
、○
¢
ノ
u
S

4
－
2

パ
ル
ス
幅

1
～
2
〃
S
可
変
（基
板
上
で
調
整
）

〔
蔑
・
否

4
－
3

パ
ル
ス
極
性

入
力
信
号
（
5
0
H
z
）
の
立
ち
上
が
り
に
同
期
し
た
正
の
パ
ル
ス

＼享
′
く
昏
・
否

4
－
4

出
力
レ
ベ
ル

5
0
日
負
荷
駆
動
可
能

督
・
否

4
－
5

入
出
力
間
遅
延

1
0
0
〟
S
以
下

感
・
否

5
． 5
－
1

T
R
IG
－
2
B
出
力

ク
ロ
ッ
ク
信
号

T
R
IG
－
1
の
出
力
信
号
を
ク
ロ
ッ
ク
と
し
て
使
用

′官
・
・
否

ク
．
再
r
2
－叩
バ
グ

5
－
2

パ
ル
ス
幅

1
～
2
〃
S
可
変
（基
板
上
で
調
整
）

値
・
否

5
－
3

パ
ル
ス
極
性

入
力
信
号
（
5
0
H
z
）
の
立
ち
下
が
り
に
同
期
し
た
正
の
パ
ル
ス

〈叢
）
・
否

5
－
4

出
力
レ
ベ
ル

5
0
日
負
荷
駆
動
可
能

〈官
・
否

5
－
5

入
出
力
間
遅
延

1
0
0
〃
S
以
下

痕
・
否



M
A
S
T
E
R
 
T
R
I
G
G
E
R
－
Ⅱ
　
検
査
成
績
書
（
2
／
2
）

項
番

検
査
項
目

要　
求　
項　
目

判
定

備　
考

6
． 6
－
1

6
－
1
－
1

初
期
設
定

電
源
投
入
時
の
初
期
設
定

T
R
IG
－
1
の
周
期
設
定

1
～
7
の
任
意
値
の
設
定
が
可
能
（基
板
上
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
よ
る
）

（宮
・
否

6
－
1
－
2

6
－
2

T
R
IG
－
2
の
周
期
設
定

コ
マ
ン
ド
に
よ
る
初
期
設
定

O
A
h
（1
0
）を
設
定

（百
・
否

Z
・S
2
コ
マ
ン
ド
で
設　
　
る

（夢
■
否

慮
〉
・
否

6
－
2
－
1
T
R
IG
－
1
の
周
期
設
定

1
～
7
の
任
意
値
の
設
定
が
可
能
（基
板
上
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
よ
る
）

6
－
2
－
2
T
R
IG
－
2
の
周
期
設
定

O
A
h
（1
0
）を
設
定

7
． 7
－
1

手
動
周
期
設
定

T
R
IG
－
1
の
周
知
設
定

デ
ィ
ジ
タ
ル
ス
イ
ッ
チ
で
設
定
す
る
（1
～
7
の
任
意
値
）

出
力
は
2
0
m
S
～
1
4
0
m
S

デ
ィ
ジ
タ
ル
ス
イ
ッ
チ
で
設
定
す
る
（0
1
～
F
F
h
（2
5
5
）
の
任
意
値
）

出
力
は
（T
R
IG
－
1
の
設
定
）
×
（T
R
IG
－
2
の
設
定
）

、良
・
否
設
定
”0
”
の
と
き
は
”
1
”を
設
定
す
る
。

7
－
2

T
R
IG
－
2
の
周
期
設
定

（夢
・
否
8
～
F
h
は
設
定
不
可
と
す
る
。

設
定
’’0
”の
と
き
は
”
1
”を
設
定
す
る
。

8
． 8
－
1

C
A
M
A
C
W
R
IT
E
C
O
M
M
A
N
D

コ
マ
ン
ド
に
よ
る
初
期
設
定

T
R
IG
－
1
の
周
期
設
定

N
F
（1
6）
A
（0
）
S
l
で
設
定
す
る
（1
～
7
ま
で
の
任
意
値
）

（宮
・
否

8
－
2

T
R
IG
－
2
の
周
期
設
定

N
F
（1
6
）
A
（1
）
S
l
で
設
定
す
る
（0
1
～
F
F
h
（2
5
5
）ま
で
の
任
意
値
）
底
）
・
否

9
． 9
－
1

C
A
M
A
C
R
E
A
D
C
O
M
M
A
N
D

T
R
IG
－
1
の
プ
リ
セ
ッ
ト
デ
ー
タ
N
F
（0
）
A
（0
）
で
出
力

＠
・
否

9
－
2

T
R
IG
－
1
の
セ
ッ
ト
デ
ー
タ

N
F
（1
）
A
（0
）
で
出
力

＠
・
否

9
－
3

T
R
IG
－
2
の
プ
リ
セ
ッ
ト
デ
ー
タ
N
F
（0
）
A
（1
）
で
出
力

審
二
喜

9
－
4

T
R
IG
－
2
の
セ
ッ
ト
デ
ー
タ

N
F
（1
）
A
（1
）
で
出
力

1
0
．

1
0
－
1

設
定
値
の
表
示

T
R
IG
－
1
設
定
値
の
表
示

T
R
IG
－
1
の
セ
ッ
ト
デ
ー
タ
を
表
示
す
る

蜃
：
喜

1
0
－
2

T
R
IG
－
2
設
定
値
の
表
示

T
R
IG
－
2
の
セ
ッ
ト
デ
ー
タ
を
表
示
す
る

1
1
．

消
責
電
流

5
0
0
m
A
以
下

（某
・
否
j
ヰ
2
〝
バ
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